
     「第３9回一宮市消費生活フェア」出展報告 

 愛知県一宮市の一宮地場産業ファッションデザインセンターにおいて「今こそ見直そう 
わたしたちの生活」をテーマとした「第３９回一宮市消費生活フェア」が開催されました。 

１．主 催： 

愛知県一宮市 

２．参加団体： 

愛知県、一宮消費研究会、一宮生活協
同組合、中部電力、東邦ガス、修文大学、
東海農政局、一宮市防犯協会、ＪＥＭＩＣ、 
ＮＩＴＥ中部支所など２０団体が参加しまし
た。 

３．開催日時： 

４．開催場所： 

５．入場者数（主催者発表） 

６．NITEの出展概要 

７．内容 

２０１２年１月２１日（土）～２２日（日） 

一宮地場産業ファッションデザインセンター  
（愛知県一宮市大和町馬引字南正亀４－１ ） 

両日合計 ２，０７４名 

○事故品の展示 

○ポスターの展示 

○配布物 

・石油ファンヒーターのカートリッジタンク 
・電源コード（清掃不足によるトラッキング） 
・簡易ライター（チャイルドレジスタンス機能付） 
・放射熱により爆発したカセットコンロ 
 

・ライターの火遊びに気をつけて 
・石油ストーブの火災に注意！ 
・電源コードで火災事故 
・放射熱によるカセットこんろの爆発事故 

・製品事故から身を守るために 
 ＜身・守りハンドブック 2010＞ 

・２日間を通して多くの人に「製品安全」を 

 啓発することができました。 

・クイズラリーでＮＩＴＥブースへ多くの方  

 にお立ち寄りいただき、事故への関心 

 を持っていただくことができました。 

・事故品を展示したことで、製品事故を身  

 近に感じていただき、来場者に事故の 

 背景や原因等を説明しました。 

中部支所 


